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余白が足りない場合は裏面を使用すること。部分点を確保するため、途中計算は絶対に省略しないこと。 
【問１】図のように自由に動く関節を使って左端を壁に

固定されている軽くて丈夫な棒がある。この棒の左端か

らｘメートルの所に２０N の力を垂直方向下向きに加え

ている。また、右端には水平面とθ[rad]の角度をつけて

取り付けたひもを使い、１０N の力で引っ張っている。

棒の長さは４ｍ、質量は０として、以下の問に答えよ。 

 

３．滑車の回転の運動方程式をかけ。 
 
 
 
４．αとβの関係式をかけ。 
 
 
５．上で求めた方程式をα、β、T、S について解き、そ

れぞれ g を使ってあらわせ。（計算には裏面使用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問３】質量 M、半径 R の球が水平面とθの角度をなす

斜面上を転がる時の重心の加速度を求めよ。ただし、球

の慣性モーメントは I としてよい。 

１．θ=６０°の時、左端の周りでの力のモーメントをそ

れぞれ求めよ。また、棒が図の状態で静止するため

のｘの値を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．θ=３０°の時、左端の周りでの力のモーメントをそ

れぞれ求めよ。また、棒が図の状態で静止するため

のｘの値を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問２】半径０．５ｍ、慣性モーメント１２の定滑車に

糸をかけ、質量４ｋｇと３ｋｇのおもりをそれぞれ左右

に吊して放した。重力加速度の大きさをg[m/s2]とし、糸

は滑らないとする。滑車の回転加速度をβ[rad/ s2]、おも

りの加速度をα[rad/ s2]とし、糸の張力を左右それぞれT、
S[N]とおいてα、β、T、Sをgを使ってあらわしたい。

以下の問に答えよ。 
１．左の４ｋｇのおもりの運動方程式をかけ。 
 
 
 
 
２．右の３ｋｇのおもりの運動方程式をかけ。 
 
 
 
 
 

 

 


